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1。年次総会案内

年次総会を春季講演シンポジウムと併せて下記の要領で開催しますので、ご案内申し上

げます。

日時:.6月27日(土) 13:00 - 13:30

場所:東京大学山上会館(3頁に示す案内図参照)

議題: a) 19 9 1年度事業報告及び決算報告

(2) 1 9 9 2年度事業計画と予算

(3)第 3 期役員選出

(4)その他

なお、年次総会は規約により過半数の出席が必要ですので、同封の出欠表(委任状)にご

記入の上必ず 6月1日(月)までにご返送下さい。

(第9 回理事会を総会の前に開催します。

時間:午前10時半一12時半

場所:東京大学原子力研究総合センター5 階第2 会議室)

二37'1-',

May,1992

・事務局担当理事

池田三郎



2。第5 回春季講演シンボジウムの案内

『化学物質のりスク管理の実際』テーマ

現在我々の身の回りには化学物質があ'、れています。その九めに我々の生活が格段に便

利で快適なものになっ九ことは事実ですが、同時に好むと好まざるにかかわらずさまざま

な化学物質にさらされています。

わが国の有害化学物質の安全管理は労働環境からはじまっ九歴史があります。本シンポ

ジウムでは、これまでの考え方を知ると共に、さらには一般環境での化学物質の管理のあ

り方をりスクの面からどの様に捉えていっ九らよいか、問題点は何かをそれぞれの専門分

野の方々とともに考えてみ九いと思います。

日時:1 9 9 2年6月2 7日(土) 13:30 17:00

場所:東京大学山上会館(東京大学構内)

講演会

(1)特別講演

『わが国の化学物質のりスク管理の歴史と思想』

座長横山栄二(国立公衆衛生院)

演者興重治(中央労働災害防止協会

労働衞生検査センター所長)

(2)パネルディスカッション

座長大島輝夫(日本化学物質安全情報センター)

1.生活環境中の化学物質濃度と安全性

藤田昌彦(国立公衆衛生院)

2.生物学的モニタリングによるりスク管理

桜井治彦(慶応大学)

3.動物実験データにもとづく安全性評価

黒川雄二(国立衛生試験所)

4.環境汚染物質のりスクマネージメント

池田三郎(筑波大学)

'

懇親会:山上会館1階食堂 17:10 - 18:10

会費 3 0 0 0円(予定、当日受付)

演者と会員相互の懇親の場ですので多数の御出席をお願いい九します。

連絡先:茨城県っくぱ市天王台 1-1-1 筑波大学社会工学系池田研究室内

日本りスク研究学会事務局

電話:0298-53-5380 Fax:0298-55-3849
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総会・春季講演シンボジウムの会場案内の略図
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3。第5 回研究発表会のお知らせ

日本りスク研究学会の第 5 回研究発表会を 1 9 9 2年11月2 7日(金)、 2 8日(土)

の 2日間の予定をくみ、今回はじめて京都で開催することになりまし九。この九め、関西

在住の会員の方々をはじめとして多くの会員の参加を期待しております。会員の内外を問

わず、りスク研究に関するアイデアや視点、実施例についての意見交換や技法開発の試み

のご発表を歓迎い九します。

(D 日時:1992年11月2 7日(金) 10:00 - 17;00

8日(土)11月2 10:00 - 14:30

(京都市左京区吉田河原町 15 - 9)(2)場所:京大会館 1 0 1 号室

Tel.075-751-8311

(3)研究発表は 1人20分程度、 討議10分程度を考えています。発表件数により変更があ

ることをあらかじめお断わ りいたします。

(4)特別講演(予定):

" urban R is ks in Mex ico"

D. warner Nor th (s tanford center for Risk Analysis)

(アメリカの親学会 Society for Risk AnalysiS の現会長)

医学郁
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(5)総合テーマ:『都市のりスク』イノ
都市というのは、りスク研究の分野として魅力的な場所出/ある。そこには、数々の
利便性と危険性が、複合的に集積されているからである。市民生活と防犯、ライフラ

インの安全確保、都市防災、都市公害などをキーワードとし、このような都市のもっ

リスクを多面的に評価するとともに、その制御法を考えてみることにしたい。

(6)研究発表は以下の 2 つの企画セッション(レビュー講演と一般発表)と 2 つの一般

セッシ"ンとします。研究発表のテーマとしては、りスク研究に関するものであれ

ば、特に分野を問いませんが、各セッシ,ンに関するケーススタディなどはとりわ

け歓迎い九します。

企画セッシ"ン1:『りスク回避とライフスタイル』

キ・り・ド:りスク状況下の自己決定と支援システム、健康りスク、商品りスク、

消費りスク、日常生活と物質利用との関わり、日常生活における利便

性と安全性認知など

企画セッシ"ン 2:科学的認識論から見九りスク

キ・ワ・ド:不確定りスク、複合りスク、選択りスクと非選択りスク、りスク指標

のりスク評価など

一般セッション 1:『りスク評価とりスク管理』

一般セッション2:『りスク認知、コミュニケーション』

(フ)発表申込み締切

(8)発表を希望される方は、氏名(連名者を含む、)、所属、連絡先、電話番号、希望の

発表のセッション名(上記の企画 1、 2 に加えて一般 1、 2 いずれ力→に研究の概

要( 400字程度)を最終頁に添付の申込み用紙に記入の上、下記までお送り下さい。

〒606 京都市左京区吉田二本松町京都大学教養部心理学教室

第5回日本りスク研究学会研究発表会実行委員会

事務局杉万俊夫

Tel.075-753-6564

なお、研究発表のプログラム上の制約から、発表論文の採択については実行委員会

に御一任くださる様お願い申し上げます。

7月末日

'

,

(9)発表原稿締切:1 0月末日必着

aの講演要旨集:発表原稿は講演要旨集として発行しますので、必ずワープロにて原稿

を作成してい九だきます様お願いいたします。原稿は 1行48字で42行、 1頁あ九り

2016字にて 4-6 頁でμ用紙に仕上げてい九だけれぱ、そのままオフセット印刷

を効率よく進めることができますので、御協力のほどをお願い申し上げます。活字

10.5 ポイント( 5号級)、文字ピッチ V20 インチ(3.6 mm)、行間ピッチ 1/4

インチ( 6.o mm )を基本にい九しますが、原稿を約 80%に縮小することを留意し

て図表などを作成してくださるようお願いします。

(1D 参加費:4 、 0 0 0円(予定)(講演要旨集、会場費を含む)
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40年会費(19 90年度)納入のお願い

1992年度より年会費は下記のようなっています。会費収入の大部分は川会誌のー
に充当しますので何かと 出費の重なる時期ではありますが、早期納入をお願い致します。

正会員: 4、 000円

準会員: 2、 500円

賛助会員: 3 0、 0 0 0円

(ご送金には同封の郵便振替用紙をご利用下さい)

5。事務局だより

5・1日本りスク研究学会誌第4巻ヘの原稿募集
昨年の第4回研究発表会ならびに春期講演シンポ ジウムでの発表を中心に編集の準備
を行っています。特に会員各位から現在の研究、 調査、開発、りスク関連業務と関心
事など1 - 2 頁の研究短信を是非ご投稿下さい 研究短信の締切は 6月30日としま
す(学会誌の投稿規定をご参照下さい)。

5.2 受領書籍及び資料

(1)「りスク、ディン ジャー リペ インシュア ランス NO.3481-3494 、、
、

著者江下直次郎(Assur飢Ce Generales de France、会員)(株)保険研売一

(2)「みんなの地球一環境問題がよくわかる本一」著者浦野紘平(横浜国立大山
オーム社、 1992

(3)「りスクと情報:新しい経済学」著者酒井泰弘(筑波大学 A員)頸草書房

(4)「volcano ManageNenet in the u. S. A. and Japan」著者 R. W. perr d
H・ Hirose (広瀬弘忠、東京女子大、会員)、 JAl press, Greenich, U.S. A.,199

(5)「くすりの文明誌」水巻中正著、かんき出版、日本 RADAR 協議ム(賛助会員)。

(6)「生活実感メッセージ」 1、 2 巻、(財)経済広報センター(賛助会員)

(フ) rproceedings of the workshop on Risk Assess.& Risk Mana e t f T
Chemicalsj editors T. Miura and c. Tohyama (国立環境研究所、ム員)

(8)第 7 回環境工学連合講演会講演論文集(学術会議、 1992)

、
レノ 」ド
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